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研究分野：数物系科学 
科研費の分科・細目：数学・数学一般（含確率論・統計数学） 
キーワード：アデール環，マルコフ過程，オイラー積． 
 
１．研究計画の概要 
2007～2008年度に、アデール上のマルコフ過
程の構成と、その特性量の計算を行う． 
2009 年度にマルコフ過程を用いたゼータ関
数やオイラー積の表示について研究する． 
2010年度には，得られた表示式を応用した関
数解析を進める． 
 
２．研究の進捗状況 
2007年度に，アデール上のマルコフ過程の構
成法を与え，さらに特別なものとして準安定
過程を構成した．この構成では，これまで局
所体上のマルコフ過程の構成で用いられて
きた手法を踏襲した．しかし，新たに推移確
率測度を与える無限積が収束するための条
件と，すべての素数pについてのp進体の直
積空間の上に得られた推移確率がアデール
内に台をもつための条件を確定する必要が
あった．2008年度に，アデール上のマルコフ
過程の各p成分がp進整数環から脱出する時
刻，および過程が有限整アデールから脱出す
る時刻の分布を決定した。前者はp進体上の
マルコフ過程の推移確率を用いて計算され，
後者は前者のpに関する最小値であることか
ら求められた．特にマルコフ過程が準安定で
ある場合に，これらの脱出時刻の分布の特徴
について検証し，オイラー積表示を持つ関数
と関わりがあるという実感を得た．2009年度
には，上述の準安定過程の領域からの脱出時
刻を用いたリーマンのゼータ関数，およびオ
イラー積表示をもつ一般の複素数値関数の
表現式を得た．これはまず，脱出時刻の分布
式の形に注目し，目標とする関数に応じて準
安定過程の指数を適切に選ぶことによって
成し遂げられた．また，複数の表示式を比較

することにより，リーマンのゼータ関数に関
するいくつかの関数等式を得た．これらの結
果について論文にまとめ，雑誌への掲載が決
定された．さらに，リーマンのゼータ関数の
非零領域と密接に関係するチェビシェフ関
数が，アデール上の準安定過程の有限整アデ
ールからの脱出時刻の分布を用いて表され
ることを発見した．このことから，ゼータ関
数の非零領域の問題が，アデール上の準安定
過程の列における脱出時刻の期待値の漸近
挙動として表現できることが分かった． 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由）マルコフ過程の構成法，および脱出
時刻の分布の形についてほぼ期待通りの結
果が得られ，それによって有効な関数表示式
を得ることができたから． 
 
４．今後の研究の推進方策 
数論分野について情報収集と議論を進め、こ
れまでに得た結果の応用について研究する。 
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